
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1. 

 〔特集〕 リウマチ・膠原病内科について 
当院の専門分野を紹介する特集ページです。今回は「リウマチ・膠原病内科」を紹介します。 

当院の関節リウマチ診療体制 

 当院は日本リウマチ学会の教育施設に認定されています。週５日

の外来診療を行い、重症症例では入院診療も行っています。 

 関節リウマチの診断には、日本リウマチ学会登録ソノグラファー

による関節エコー（図１）、MRIといった画像診断も駆使して、より

正確な診断を目指しています。新しい関節リウマチ治療法である生

物学的製剤は、点滴、自己注射のいずれの製剤も投与可能な体制を

とっており、患者さんの希望に沿った治療が可能です。生物学的製

剤の点滴は化学療法室を完備していますので、安心して治療が受け

られます（図２）。最近では、時間にしばられない生物学的製剤の

自己注射を選択される患者さんも増えてきました。自己注射の治療

を開始する際には、リウマチ専門薬剤師が薬の効果や注意点をきめ

細やかに解説します。また、自己注射の練習の際にはリウマチ専門

看護師による丁寧な説明と練習を行っています。最新の抗リウマチ

薬である JAK（ジャック）阻害剤による治療も行っています。 

 指定難病を含めた膠原病全般の診療も行っています。診断が困難

な病態や治療が難しい症例もありますが、学会が推奨する最新の治

療方法をしっかりと認識して、長期に渡る治療をより効果的に、そ

して安全に行えるよう、一人ひとりの患者さんに最も適した治療法

の選択に努めています。 
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関節リウマチ・膠原病の診療 

近年、関節リウマチ・膠原病の治療の進歩は目覚ましく、早期発見、早期治療を行い、適切に治療が継続されるこ

とで、多くの患者さんで進行を防ぐことができるようになってきました。しかし、関節リウマチを含む多くの疾患で

は、病気が消えてなくなってしまうわけではないので、基本的には治療が一生涯続きます。このため、年齢に応じた

色々な健康上のイベントを乗り越えて、安全に根気強い治療を行う必要があります。 

 

診療体制の特徴と目標 

 最新の知識と技術導入を行うと同時に、医師、看護師、薬剤師、検

査技師が協力するチーム医療によって、患者さんの希望を叶えること

ができるような、優しく誠実な診療を目指します。 

図１ エコーでは骨の上に関節リウマチの病変である滑膜が観察

できます（左）。パワードップラー法によって滑膜内に多くの血管

（オレンジ色）が観察され（右）、これは炎症を示します。 

図２ 化学療法室では点滴に

よる治療を行います。リラッ

クスして治療が行えるよう、

ゆとりがある環境で専門スタ

ッフが対応します。 

図３ チーム医療で優しく誠実なリウマチ診療を目指します。 

リウマチ・膠原病内科 主任部長 山崎聡士 



                                             診療科のご紹介 

2. 

〇食事管理 

食事は、治療の一環であると捉え、医療スタッフと連携をとり、

患者さんの症状に合わせ、衛生面にも配慮し安心して召し上がって

いただける美味しい食事の提供を心がけています。お食事が食べに

くい患者さんのベッドサイドに管理栄養士がお伺いし、食事の調整

を行っています。 

〇栄養管理 

糖尿病や心臓病、腎臓病、消化管術後などの患者さんに対し、医

師の指示のもと栄養食事相談を行っています。集団教室(糖尿病教

室・心臓病教室・介護予防教室)はコロナ禍のため開催できており

ませんでしたが再開できるよう準備を進めています。当院では

NST(Nutrition Support Team：栄養サポートチーム)を立ち上げて

おり、入院患者さんに最良な栄養療法をするために多職種（医師、

薬剤師、看護師、管理栄養士、臨床検査技師、リハビリ技士）で、

栄養障害が疑われる患者さんの栄養状態の改善に取り組み、症例検

討・回診を行っています。 

〇取得認定資格（2023年３月現在） 

NST専門療法士 ２名 

臨床栄養代謝専門療法士（摂食・嚥下専門療法士）１名 

臨床栄養代謝専門療法士（周術期・集中治療専門療法士）１名 

病態栄養専門管理栄養士 １名 
 

臨床工学室の業務は、①臨床業務と②機器管理業務に大きく別れ

ます。主な①臨床業務としては、透析センターにおける穿刺（エコ

ー下含む）やシャントのエコー評価等を行っており、温熱療法室で

は電磁波温熱療法、手術室では自己血回収、甲状腺術中の神経モニ

ター、ペースメーカ挿入時での閾値等の計測、シャント（PDも含む）

造設術（再建術も含む）などの第一助手を務めています。心カテ室

ではシャント PTA の助手、そして循環器領域における冠動脈検査な

らびに PCI など治療時での血管内超音波測定、冠動脈内圧計測、冠

血流予備量比などを、各種装置を使用し計測しています。また徐脈

などでの体外式ペースメーカ操作にも対応しています。外来では毎

週１回ペースメーカ外来にて閾値測定、電池電圧などを測定し患者

の最適設定などを検討しています。 

②機器管理業務としては、人工呼吸器、ポンプ類、ネブライザー、

持続吸引器、体外式ペースメーカなどを中央化し精度を保ち各部署

に機器を提供しています。 

業績としては、昨年度、日本臨床工学会、日本ハイパーサーミア

学会、中国腎不全研究会学術大会、広島県臨床工学技士会学術大会

など全国学会２題、地方会３題の演題発表を行いました。 

     

 

 

臨床工学室 

 

 

研修を積み重ね安全な医療技術や管理機器提供を行います。 

 

栄養士室は管理栄養士３名と給食委託業者で構成されています。 

栄養士室 

 

 

ホームページに当院年報を掲出しています。 

栄養指導中の風景→ 

臨床工学室担当部長 原 和信 はら かずのぶ 

←NST ラウンド風景 



今回は「かわした泌尿器科クリニック」の院長の川下英三先生にお話を伺いました。 

3. 

かわした泌尿器科クリニック（泌尿器科） 
住所：〒731-0112 広島市安佐南区東原 1 丁目 1-2シーブリーズ 7番館 3階 
電話：082-832-2805     院長：川下 英三 

連携医療機関のご紹介 
かわした泌尿器科クリニック （広島市安佐南区） 

 

当院では、職員による業務改善の取り組み「院内改善プロジェクト」を実施しています。昨年度の成果報告会

において、最優秀賞を受賞した取り組みをご紹介します。 

2022 年度院内改善プロジェクトについて 

 

 

 

 

10年間の広島鉄道病院勤務の後、2006年４月に開業しました。当初は開放病床制度を利用して、手術に加わ

らせていただいておりましたが、還暦を過ぎてからは気力、体力の限界を感じやめました。 

 泌尿器科疾患については、可能な限り当院で診断をつけて、病院での治療が必要な場合は紹介するようにし

ています。そのためには、CTや MRIなどの画像検査が必要であり、放射線科の先生方にはいつもお世話になっ

ています。 

 

標準的な治療を行うことは当然ですが、患者さまの年齢、生活環境、信条

なども考慮し、安心、安全、納得の得られるような治療、対応を心がけてい

ます。 

緊急症例や困難症例で恐る恐る泌尿器科へ連絡することがありますが、エ

ーヨ、エーヨと広島弁丸出しで、快く引き受けていただいています。大変な

ことと思いますが、私方は感謝、感謝です。これからもよろしくお願いいた

します。 

 

〒732-0057 広島市東区二葉の里３丁目 1-36 

Tel:082-262-1171  Fax:082-262-1499 

 
 

 

編集責任者 上西 啓之 

 

 

 

最優秀賞「OP後の安静度、注意点指導を統一化」（５階東病棟、頚椎・腰椎の二刀流指導チーム） 

 脊椎の OP後について、患者さんへの起き上がり方法、食事摂取方法など統一した指導方法がないため、合併症 

を生じるリスクがあるという課題解決に向けて、脊椎 OP 

後の人工骨逸脱の合併症を０件とする目標を掲げ、DVD 

作成を行い患者さんやスタッフへ丁寧に指導を行いまし 

た。導入後は患者さんの反応はとてもよく、理解度の向 

上が図られました。 

その結果、目標を達成することができ、リスクの軽減 

に寄与する大きな成果を上げることができました。また、 

副次的効果として、入院期間の短縮や再度の CT、MRIな 

どの検査が不要になるなど、患者サービスの向上につな 

がっていると実感しています。今後も、脊椎 OP後の人工 

骨逸脱の合併症防止に向けて取り組んでいきます。 

クリニックの特徴 
 

 

診療で大切にしていること 

 

JR広島病院に期待すること 

 



 

 


